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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
シートクッション側およびシートバック側にそれぞれ取付けられる一対の連結アームと、
これら両連結アームを支持して支持軸線回りを中心に相対回転可能とするヒンジ軸と、前
記両連結アームの一方の連結アームにスライド可能に組付けられて他方の連結アームに設
けたラチェットに噛合可能なスライドポールと、同スライドポールをスライド動作させて
同スライドポールの前記ラチェットに対する噛合状態および非噛合状態を選択的に形成す
る作動カムを備え、前記噛合状態を形成することにより前記両連結アームの相対回転を規
制して前記シートバックを前記シートクッションに対してロック状態とし、かつ前記非噛
合状態を形成することにより前記両連結アームの相対回転を許容して前記シートバックの
前記シートクッションに対するロック状態を解除するリクライニング装置において、前記
作動カムは外周側に互いに対称的に突出する一対の突起部を備えて前記ヒンジ軸上に一体
回転可能に組付けられ、前記スライドポールは前記作動カムの各突起部に対向する一対の
突起部を備え、これらスライドポールと作動カムの各突起部間には前記スライドポールの
スライド方向に対して直交状に移動可能な一対のローラが配設されていることを特徴とす
るリクライニング装置。
【請求項２】
請求項１に記載のリクライニング装置において、前記作動カムは、非回動動作時前記突起
部を介して前記各ローラを押動して前記スライドポールをスライド動作させて前記ラチェ
ットに噛合させ、回動動作により前記各ローラに対する押動状態を解除して前記スライド
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ポールの前記ラチェットに対する噛合状態を解除するように構成されていることを特徴と
するリクライニング装置。
【請求項３】
請求項１または２に記載のリクライニング装置において、前記スライドポールは前記一方
の連結アームに所定間隔を保持して直列的に２つ配置されて、これら両スライドポールの
間に前記作動カムが配置されていて、前記各ローラは前記両スライドポールの対向する突
起部にて挟持されていることを特徴とするリクライニング装置。
【請求項４】
請求項１，２または３に記載のリクライニング装置において、前記ヒンジ軸の回転動作を
前記スライドポールのスライド動作に変換して同スライドポールに伝達する動作伝達部材
を備え、同動作伝達部材は前記ヒンジ軸に一体回転可能に組付けられ、前記スライドポー
ルに対してはカム機構を介して連結されていることを特徴とするリクライニング装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明はリクライニング装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
リクライニング装置の一形式として、シートクッション側およびシートバック側にそれぞ
れ取付けられる一対の連結アームと、これら両連結アームを支持して支持軸線回りを中心
に相対回転可能とするヒンジ軸と、両連結アームの一方の連結アームにスライド可能に組
付けられて他方の連結アームに設けたラチェットに噛合可能なスライドポールと、スライ
ドポールをスライド動作させてスライドポールのラチェットに対する噛合状態および非噛
合状態を選択的に形成する作動カムを備えた形式のリクライニング装置がある。
【０００３】
かかる形式のリクライニング装置においては、前記噛合状態を形成することにより両連結
アームの相対回転を規制してシートバックをシートクッションに対してロック状態とし、
かつ前記非噛合状態を形成することにより両連結アームの相対回転を許容してシートバッ
クのシートクッションに対するロック状態を解除するものであり、その一例であるリクラ
イニング装置が、例えば、特開平８－５２０４０号公報に示されている。
【０００４】
しかして、上記した公報に示されているリクライニング装置においては、作動カムがヒン
ジ軸上にこれと一体回転可能に組付けられていて、ヒンジ軸を回転操作することにより作
動カムを回動させ、作動カムをその一方への回動動作によりスライドポールの背部の１箇
所に当接させて押圧し、同スライドポールをラチェット側へスライドさせて同ラチェット
に噛合させ、かつ、作動カムのスライドポールに対する押圧状態を保持することにより、
スライドポールとラチェットの噛合状態を保持するようになっている。
【０００５】
なお、スライドポールとラチェットの噛合状態を解除するには、作動カムの他方向への回
動動作により作動カムをスライドポールの一部に掛止めして、スライドポールをラチェッ
ト側から引き戻して後退させることによりなされる。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
このように、上記した公報に示されているリクライニング装置においては、作動カムのス
ライドポールに対する１箇所での押圧状態を保持することにより、スライドポールとラチ
ェットの噛合状態を保持するように構成されている。このため、この状態のリクライニン
グ装置に負荷が作用すると、各連結アームおよびスライドポール間のガタによりスライド
ポールがわずかに回動動作し、スライドポールとラチェットの噛合状態が弱くなるという
不具合がある。
【０００７】
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従って、本発明の目的は、この種形式のリクライニング装置において、負荷の作用下での
スライドポールの回転を防止してスライドポールとラチェットの噛合状態を強化し、延い
てはリクライニング装置の小型化を図ることにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
本発明はリクライニング装置に関し、特に、シートクッション側およびシートバック側に
それぞれ取付けられる一対の連結アームと、これら両連結アームを支持して支持軸線回り
を中心に相対回転可能とするヒンジ軸と、前記両連結アームの一方の連結アームにスライ
ド可能に組付けられて他方の連結アームに設けたラチェットに噛合可能なスライドポール
と、同スライドポールをスライド動作させて同スライドポールの前記ラチェットに対する
噛合状態および非噛合状態を選択的に形成する作動カムを備え、前記噛合状態を形成する
ことにより前記両連結アームの相対回転を規制して前記シートバックを前記シートクッシ
ョンに対してロック状態とし、かつ前記非噛合状態を形成することにより前記両連結アー
ムの相対回転を許容して前記シートバックの前記シートクッションに対するロック状態を
解除する形式のリクライニング装置に関する。
【０００９】
しかして、本発明は上記した形式のリクライニング装置において、前記作動カムが外周側
に互いに対称的に突出する一対の突起部を備えて前記ヒンジ軸上に一体回転可能に組付け
られ、前記スライドポールは前記作動カムの各突起部に対向する一対の突起部を備え、こ
れらスライドポールと作動カムの各突起部間には前記スライドポールのスライド方向に対
して直交状に移動可能な一対のローラが配設されていることを特徴とするものである。
【００１０】
本発明に係るリクライニング装置においては、前記作動カムを、非回動動作時前記突起部
を介して前記各ローラを押動して前記スライドポールをスライド動作させて前記ラチェッ
トに噛合させ、回動動作により前記各ローラに対する押動状態を解除して前記スライドポ
ールの前記ラチェットに対する噛合状態を解除するように構成することができる。
【００１１】
また、本発明に係るリクライニング装置においては、前記スライドポールを前記一方の連
結アームに所定間隔を保持して直列的に２つ配置して、これら両スライドポールの間に前
記作動カムを配置して、前記各ローラを前記両スライドポールの対向する突起部にて挟持
する構成とすることができる。
【００１２】
また、本発明に係るリクライニング装置においては、前記ヒンジ軸の回転動作を前記スラ
イドポールのスライド動作に変換して同スライドポールに伝達する動作伝達部材を備えた
構成として、同動作伝達部材を前記ヒンジ軸に一体回転可能に組付けるとともに、前記ス
ライドポールに対してはカム機構を介して連結するようにすることができる。
【００１３】
【発明の作用・効果】
本発明に係るリクライニング装置においては、作動カムはその非作動時には、各突起部に
て各ローラを押動してスライドポールの各突起部に押圧してスライドポールをラチェット
側へスライド動作させ、スライドポールをラチェットに噛合させているとともに、スライ
ドポールを各ローラと作動カムの各突起部にて受承してスライドポールのラチェットに対
する噛合状態を保持している。スライドポールとラチェットとの噛合状態が保持されてい
る間は、両連結アームの相対回転は規制されてシートバックをシートクッションに対して
ロック状態としており、シートバックの前後方向の回動を規制している。
【００１４】
この状態にあるリクライニング装置において、ヒンジ軸を回転操作すると、作動カムはヒ
ンジ軸と一体に回転して各ローラに対する押圧状態を解除して、各ローラはスライドポー
ルに対する押圧状態を解除して作動カムの各突起部側へ移動する。このため、スライドポ
ールは、ラチェットから後退する方向へスライド動作して、ラチェットとは離間して非噛
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合状態となる。スライドポールとラチェットとの非噛合状態は、ヒンジ軸が回転操作状態
にある間保持される。この間は、両連結アームの相対回転が許容されてシートバックのシ
ートクッションに対するロック状態が解除され、シートバックを前後方向へ回動してその
傾斜角度を調整することができる。
【００１５】
なお、ヒンジ軸の回転操作状態を解除して作動カムを回転復帰させると、作動カムはその
各突起部にて各ローラを押動してスライドポールの各突起部を押圧し、各ローラはスライ
ドポールをラチェット側へスライド動作させて、スライドポールをラチェットに噛合させ
るとともに、各ローラは作動カムの突起部とともにスライドポールを受承してスライドポ
ールのラチェットに対する噛合状態を保持する。
【００１６】
このように、本発明に係るリクライニング装置においては、作動カムは各ローラを介して
スライドポールに対して２箇所での押圧状態を保持することにより、スライドポールとラ
チェットの噛合状態を保持するように構成されている。このため、この保持状態によれば
、たとえリクライニング装置に負荷が作用しても、各連結アームおよびスライドポール間
のガタに起因するスライドポールの回転動作は解消され、１箇所での押圧保持状態に比較
して、スライドポールとラチェットとの噛合強度が強化され、延いては装置の小型化を図
ることができる。
【００１７】
本発明に係るリクライニング装置において、スライドポールを一方の連結アームに所定間
隔を保持して直列的に２つ配置して、これら両スライドポールの間に作動カムを配置して
、各ローラを両スライドポールの対向する突起部に挟持する構成とすれば、両スライドポ
ールを１つの作動カムでスライド動作させて同時にラチェットに噛合させ、両連結アーム
を強固なロック状態とすることができる。
【００１８】
また、本発明に係るリクライニング装置において、ヒンジ軸の回転動作をスライドポール
のスライド動作に変換して同スライドポールに伝達する動作伝達部材を備えた構成として
、同動作伝達部材をヒンジ軸に一体回転可能に組付けるとともに、スライドポールに対し
てはカム機構を介して連結する構成とすれば、スライドポールのラチェットに対する噛合
、離脱、および噛合状態の保持を一層確実に行うことができる。
【００１９】
【発明の実施の形態】
以下、本発明を図面に基づてい説明すると、図１～図３には、本発明に係るリクライニン
グ装置の第１の例が示されている。当該リクライニング装置は、第１連結アーム１１、第
２連結アーム１２、一対のスライドポール１３、作動カム１４、一対のローラ１５、コイ
ルバネ１６、ヒンジ軸１７、および操作レバー１８にて構成されている。
【００２０】
第１連結アーム１１および第２連結アーム１２は、互いに重合された状態で両スライドポ
ール１３、作動カム１４、および両ローラ１５を収容し、ヒンジ軸１７上に回転可能に支
持された状態にあり、第１連結アーム１１は図示しないシートクッション側の側部後方に
固定され、かつ、第２連結アーム１２は図示しないシートバック側の側部下方に固定され
る。
【００２１】
これにより、リクライニング装置はシートバックをシートクッションの後端部にて連結し
、両連結アーム１１，１２がロック状態にあるときには、シートバックをシートクッショ
ンの後端部にて起立状態に支持し、両連結アーム１１，１２のロック状態を解除すること
によりシートバックの前後方向の回動を許容する。
【００２２】
第１連結アーム１１は、図１～図４に示すように、両スライドポール１３、作動カム１４
、および両ローラ１５を収容する収容部１１ａと、シートクッション側の取付部１１ｂを
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備えているもので、収容部１１ａには支持孔１１ｃを中心にして、縦方向に延びる第１溝
部１１ｄと、第１溝部１１ｄに直交して横方向に延びる第２溝部１１ｅが形成されている
。両溝部１１ｄ，１１ｅは所定幅に形成されていて、第１溝部１１ｄは円形凹所１１ｆの
周縁をわずかに越えて延びており、第２溝１１ｅは円形凹所１１ｆの周縁に延びている。
【００２３】
第２連結アーム１２は、図１～図３および図５に示すように、両スライドポール１３、作
動カム１４、および両ローラ１５を収容する収容部１２ａと、シートバック側の取付部１
２ｂを備えているもので、収容部１２ａには支持孔１２ｃを中心とする円形凹所１２ｄが
形成されている。この円形凹所１２ｄは、第１連結アーム１１の円形凹所１１ｆと同軸的
に形成されていて、支持孔１１ｃ，１２ｃが互いに対向している。第２連結アーム１２の
円形凹所１２ｄは、第１連結アーム１１の円形凹所１１ｆと略同径のもので、円形凹所１
２ｄの周縁部には円形状に歯部が形成されている。これにより、円形凹所１２ｄの周縁部
はラチェット１２ｅに構成されている。
【００２４】
各スライドポール１３は、所定幅で所定厚みのプレート状の同一形状を呈するもので、図
６に示すように、その先端部が円弧状の歯部１３ａに形成されており、かつ、その背部は
平坦部１３ｂに形成されていて、その各端部に一対の突起部１３ｃが形成されている。各
突起部１３ｃは、平坦部１３ｂの各端部から漸次拡開して傾斜状に突出していて、第２溝
部１１ｅの中央部の近傍に延びている。両スライドポール１３の各突起部１３ｃは、第２
溝部１１ｅ内にて互いに対向して位置している。
【００２５】
各スライドポール１３の厚みは、第１連結アーム１１の第１溝部１１ｄと第２連結アーム
１２の円形凹所１２ｄ間に丁度収容されて、スライド動作が許容される厚みに形成され、
かつ各スライドポール１３の幅は、第１連結アーム１１の第１溝部１１ｄに丁度収容され
て、スライド動作が許容される幅に形成されている。また、各スライドポール１３の先端
部の歯部１３ａは、第２連結アーム１２に設けたラチェット１２ｅに噛合、離脱可能に形
成されている。
【００２６】
作動カム１４は、図６に示すように、円筒部１４ａの外周の略１８０度離れた部位に形成
された一対の突起部１４ｂを備えているもので、各突起部１４ｂは円筒部１４ａに対して
直交状に所定長さ突出している。作動カム１４の厚みは、第１連結アーム１１の第２ガイ
ド溝１１ｅと第２連結アーム１２の円形凹所１２ｄ間に丁度収容されて回動動作が許容さ
れる厚みに形成され、かつ作動カム１４の両突起部１４ｂ間の長さは、スライドポール１
３の両突起部１３ｃ間の間隔より所定長さ短く設定されている。
【００２７】
作動カム１４は、中央部の内孔にてヒンジ軸１７に一体回転可能に組付けられるもので、
この組付け状態においては、両突起部１４ｂが横方向に位置している。各ローラ１５は、
この組付け状態にある作動カム１４の各突起部１４ｂと、両スライドポール１３の両突起
部１３ｂ間に位置し、両突起部１３ｂにて挟持された状態にある。
【００２８】
当該リクライニング装置においては、第１連結アーム１１をその第１溝部１１ｄに両スラ
イドポール１３を収容した状態でヒンジ軸１７に挿通し、作動カム１４をヒンジ軸１７上
に固定して第１連結アーム１１の第２溝部１１ｅに収容するとともに、各ローラ１５を各
スライドポール１３の両突起部１３ｃおよび作動カム１４の各突起部１４ｂ間に配置して
第２溝部１１ｅに収容し、第２連結アーム１２をヒンジ軸１７に挿通する。この状態で、
第１連結アーム１１を上側取付部材１９ａを介して第２連結アーム１２に回動可能に取付
け、かつ、第２連結アーム１２を下側取付部材１９ｂを介して第１連結アーム１１に回動
可能に取付ける。
【００２９】
かかる組付状態にあるヒンジ軸１７には、その先端側に支持部材１９ｃが嵌着されて、こ
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の支持部材１９ｃは図３に示すように第１連結アーム１１の外側面に固定されて、各構成
部材１１～１５のヒンジ軸１７からの抜け止めを図り、かつ、コイルバネ１６の掛止部１
９ｄを形成している。コイルバネ１６は、その内端にてヒンジ軸１７の先端に掛止され、
かつ、その外端にて掛止部１９ｄに掛止されている。コイルバネ１６はヒンジ軸１７を付
勢して、作動カム１４を図６（ａ）に示す状態に位置させる。この状態にある作動カム１
４は、操作レバー１８を回動操作してヒンジ軸１７を図示時計方向へ回転させることによ
り回動させることができ、同図（ｂ）に示し状態を経て同図（ｃ）に示す状態に動作させ
ることができる。
【００３０】
このように構成したリクライニング装置においては、操作レバー１８の非操作時には、作
動カム１４は図６（ａ）に示す状態にある。すなわち、作動カム１４には、コイルバネ１
６の付勢力がヒンジ軸１７を介して付与されていて、作動カム１４は図示反時計方向へ付
勢されており、各ローラ１５を図示左右方向へ押動して両スライドポール１３の両各突起
部１３ｃに押圧させている。これにより、各スライドポール１３は、ラチェット１２ｅ側
へスライド動作してラチェット１２ｅに噛合しているとともに、各ローラ１５と作動カム
１４の各突起部１４ｂにて受承されて、ラチェット１２ｅに対する噛合状態を保持してい
る。各スライドポール１３とラチェット１２ｅとの噛合状態が保持されている間は、両連
結アーム１１，１２の相対回転は規制されてシートバックをシートクッションに対してロ
ック状態としており、シートバックの前後方向の回動を規制している。
【００３１】
この状態にあるリクライニング装置において、操作レバー１８を回動操作してヒンジ軸１
７を図示時計方向へ回転動作させると、作動カム１４はヒンジ軸１７と一体に回転して各
ローラ１５に対する押圧状態を解除して、各ローラ１５は図６（ｂ），（ｃ）に示しよう
に、各スライドポール１３に対する押圧状態を解除して、作動カム１４の各突起部１４ｂ
側へ移動する。このため、各スライドポール１３は、ラチェット１２ｅから後退方向へス
ライド動作して、ラチェット１２ｅとは離間して非噛合状態となる。各スライドポール１
３とラチェット１２ｅとの非噛合状態は、操作レバー１８が操作状態にある間保持される
。この間は、両連結アーム１１，１２の相対回転が許容されてシートバックのシートクッ
ションのロック状態が解除され、シートバックを前後方向へ回動してその傾斜角度を調整
することができる。
【００３２】
なお、操作レバー１８の操作状態を解除すれば、作動カム１４はコイルバネ１６の作用に
て回動復帰し、その各突起部１４ｂにて各ローラ１５を押動して各スライドポール１３の
各突起部１３ｃを押圧する。これにより、各ローラ１３は各スライドポール１３をラチェ
ット１２ｅ側へスライド動作させて、図６（ａ）に示すように、各スライドポール１３を
ラチェット１２ｅに噛合させるとともに、各スライドポール１３を作動カム１４の各突起
部１４ｂを介して受承して各スライドポール１３のラチェット１２ｅに対する噛合状態を
保持する。
【００３３】
このように、当該リクライニング装置においては、作動カム１４は各ローラ１５を介して
各スライドポール１３に対して２箇所での押圧状態を保持することにより、各スライドポ
ール１３とラチェット１２ｅの噛合状態を保持するように構成されている。このため、こ
の保持状態によれば、たとえリクライニング装置に負荷が作用しても、各連結アーム１１
，１２および各スライドポール１３間のガタに起因する各スライドポール１３の回転動作
は解消され、１箇所での押圧保持状態に比較して、各スライドポール１３とラチェット１
２ｅとの噛合強度が強化され、延いては装置の小型化を図ることができる。
【００３４】
また、当該リクライニング装置において、スライドポール１３を第１連結アーム１１に所
定間隔を保持して直列的に２つ配置して、これら両スライドポール１３の間に作動カム１
４を配置して、各ローラ１５を両スライドポール１３の対向する各突起部１３ｃにて挟持
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する構成としているので、両スライドポール１３を１つの作動カム１４でスライド動作さ
せて同時にラチェット１２ｅに噛合させ、両連結アーム１１，１２を強固なロック状態と
することができる。
【００３５】
図７には、本発明の第２の例に係るリクライニング装置が示されている。また、図８には
、当該リクライニング装置の主要部が示されている。図８は、図６に対応するもので、当
該リクライニング装置においては、動作伝達部材である動作伝達プレート２１が付加され
ている。動作伝達プレート２１は、ヒンジ軸１７の回転動作を各スライドポール１３のス
ライド動作に変換して、各スライドポール１３に伝達すべく機能する。
【００３６】
動作伝達プレート２１は、略長方形のプレート本体２１ａの両先端部にカム孔２１ｂを備
えているもので、ヒンジ軸１７上にこれと一体回転可能に組付けられている。各カム孔２
１ｂは、プレート本体２１ａの先端側へ傾斜して延びる傾斜部と、その先端から横方向に
延びる水平部を備えているもので、ヒンジ軸１７を中心とする円周上にて同一円周方向に
延びている。
【００３７】
一方、各スライドポール１３には、略中央部に係合ピン１３ｄが一体的に形成されている
。係合ピン１３ｄは、カム孔２１ｂと一体でカム機構を構成するもので、カム孔２１ｂに
移動可能に挿入されている。
【００３８】
係合ピン１３ｄとカム孔２１ｄの位置関係は、作動カム１４が各ローラ１５を押動して各
スライドポール１３を押圧し、各スライドポール１３をスライド動作させてラチェット１
２ｅに噛合させている状態にある場合には、図８（ａ）に示すように、係合ピン１３ｄが
カム孔２１ｂの水平部に位置し、かつ、作動カム１４が各ローラ１５に対する押動動作を
解除して各スライドポール１３とラチェット１２ｅが非噛合状態にある場合には、同図（
ｃ）に示すように、係合ピン１３ｄがカム孔２１ｂの傾斜部に位置するように設定されて
いる。
【００３９】
かかる構成のリクライニング装置においては、操作レバー１８の回動操作によりヒンジ軸
１７が回転して作動カム１４が図示時計方向へ回動すると、作動カム１４は各ローラ１５
を押動して各スライドポール１３をラチェット１２ｅ側へスライド作動させるが、ヒンジ
軸１７と一体的に動作伝達プレート２１が回動して、図６（ｂ）の状態を経て同図（ｃ）
に示す状態となる。この間、各スライドプレート１３は、動作伝達プレート２１のカム孔
２１ｂが係合ピン１３ｄに係合して各スライドポール１３をヒンジ軸１７側へ引き戻し、
各スライドポール１３とラチェット１２ｅとの噛合状態を解除する。
【００４０】
また、操作レバー１８の回動操作を解除すると、ヒンジ軸１７はコイルバネ１６の作用に
より回転復帰し、この際、作動カム１４および動作伝達プレート２１を、図６（ａ）に示
すように図示反時計方向へ回動して、各スライドポール１３をラチェット１２ｅ側へスラ
イド動作させて、ラチェット１２ｅに噛合させる。
【００４１】
従って、当該リクライニング装置によれば、各スライドポール１３が動作伝達プレート２
１の作用により、作動カム１４の回動動作に応答してスライド動作してラチェット１２ｅ
との噛合状態、および非噛合状態を形成することから、各スライドポール１３とラチェッ
ト１２ｅとの噛合、離脱、および噛合状態の保持を一層確実なものとすることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一例に係るリクライニング装置の一部切欠正面図である。
【図２】同リクライニング装置における図１の矢印２－２線方向の縦断側面図である。
【図３】同リクライニング装置における図１の矢印３－３線方向の横断平面図　である。
【図４】同リクライニング装置を構成する第１連結アームの正面図である。
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【図５】同リクライニング装置を構成する第２連結アームの正面図である。
【図６】作動カムの非回動状態における同リクライニング装置の主要構成部を示す模式図
（ａ）、回動動作途中における同リクライニング装置の主要構成部を示す模式図（ｂ）、
および回動動作終了時における同リクライニング装置の主要構成部を示す模式図（ｃ）で
ある。
【図７】本発明の他の一例に係るリクライニング装置を示す図２に対応する縦断側面図で
ある。
【図８】作動カムの非回動状態における同リクライニング装置の主要構成部を示す模式図
（ａ）、回動動作途中における同リクライニング装置の主要構成部を示す模式図（ｂ）、
および回動動作終了時における同リクライニング装置の主要構成部を示す模式図（ｃ）で
ある。
【符号の説明】
１１…第１連結アーム、１１ａ…収容部、１１ｂ…取付部、１１ｃ…支持孔、１１ｄ…第
１溝部、１１ｅ…第２溝部、１１ｆ…円形凹所、１２…第２連結アーム、１２ａ…収容部
、１２ｂ…取付部、１２ｃ…支持孔、１２ｄ…円形凹所、１２ｅ…ラチェット、１３…ス
ライドポール、１３ａ…歯部、１３ｂ…平坦部、１３ｃ…突起部、１３ｄ…係合ピン、１
４…作動カム、１４ａ…円筒部、１４ｂ…突起部、１５…ローラ、１６…コイルバネ、１
７…ヒンジ軸、１８…操作レバー、１９ａ…上側取付部材、１９ｂ…下側取付部材、１９
ｃ…支持部材、１９ｄ…掛止部、２１…動作伝達プレート、２１ａ…プレート本体、２１
ｂ…カム孔。

【図１】 【図２】
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